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氏名・所属・職位 分野 専門分野 研究シーズ

広瀬統一 
スポーツ科学学術院　教授

身体的 運動評価と健康 アスリートのコンディション評価と調整。各種デバイスを使用した心身の最適化手法
の一般人への応用（特に遠隔）

大須理英子 
人間科学学術院　教授

身体的 脳と心身の健康 脳卒中など脳・神経の疾患による機能障害者におけるQOL向上のためのリハビリテー
ションに認知神経科学からアプローチ

片平建史
文学学術院　准教授

社会的 アフェクティブコン
ピューティング

生理・行動から生活者の状態を把握。熱中・没頭や感動などの強いポジティブ感情を
客観的に計測

佐藤晋太郎
スポーツ科学学術院　准教授

精神的 スポーツと幸福度 「スポーツ観戦」と「アウトドアスポーツ」が心身に与える影響評価

宮田裕光
文学学術院　教授

身体的

精神的
メンタルトレーニング 東洋的実践が身体内外環境や心理状態に与える影響測定・分析

千葉卓哉 
人間科学学術院　教授

身体的 アンチエイジング カロリー制限等による健康寿命の延伸。細胞の加齢現象制御による老化および老化関
連疾患の抑制

川上諒子 
スポーツ科学学術院　講師

身体的 健康度評価と健康改善 身体活動・体力のエビデンス創出。健診データの追跡調査。観るスポーツの健康効果。
健康度測定の開発

石井香織 
スポーツ科学学術院　准教授

社会的 座りすぎの健康影響 子どもの座りすぎが身体的・心理的健康や学力に与える影響およびその規定要因の解明。
本エビデンスに基づいた、座りすぎ対策への取組

佐野友紀 
人間科学学術院　教授

社会的 建築環境 日常時、非常時の人間行動分析による建築空間計画。一例として、誰もが働きやすいオ
フィス計画。防災に強い建築設計。災害時の避難行動分析・計画など

佐藤将之
人間科学学術院　教授

社会的 子ども環境/都市・
建築計画 心理や行動から追究する建築や都市のデザイン/まちの居場所をつくる

12月 3日（金）

氏名・所属・職位 分野 専門分野 研究シーズ

岡浩一朗 
スポーツ科学学術院　教授

社会的 健康経営 座りすぎが心と身体に与える影響の分析。オフィス空間設計、モバイルヘルス、健康追
跡調査、次世代の健康経営等

林　直亨 
スポーツ科学学術院　教授

身体的 マッサージと血流 運動・食事・精神作業が血流に与える効果測定。血流増加と健康維持の連関

細川由梨 
スポーツ科学学術院　准教授

身体的 熱中症予防 熱中症のメカニズムに基づくアスリート・就労者の熱中症対策

正木宏明 
スポーツ科学学術院　教授

精神的 精神的健康の
評価・予測 運動・食・睡眠・メンタルといった生活習慣が脳の活性化や幸福感に与える影響

宮下政司 
スポーツ科学学術院　教授

身体的 運動と食品 運動と栄養が食後代謝や食欲に与える影響分析・評価。運動と栄養による代謝性疾患・
加齢性食欲不振の予防等

原　太一 
人間科学学術院　教授

身体的

精神的

社会的

食品科学
健康科学
美容科学

食および天然産物の生体機能調節に関する科学的エビデンスや特許の取得。食がメン
タルヘルスに与える影響解析。オートファジーを利用した健康・美容評価およびその
機能性素材の探索および開発。機能性食品や化粧品の開発、評価試験。食、美容、妊活
ビジネスや食資源を用いた地域産業の活性化

前田清司 
スポーツ科学学術院　教授

身体的 血管年齢 サプリメント研究・開発。運動プログラムの開発

谷澤薫平 
スポーツ科学学術院　講師

身体的 加齢に伴う身体機能低
下の規定因子を探る 早稲田大学の卒業生コホートを活用した遺伝・環境・生活習慣要因の網羅的解析

西多昌規 
スポーツ科学学術院　准教授

精神的 運動と精神障害予防 アスリートの効果的な休息・睡眠の分析。運動による睡眠・メンタルヘルスの改善

11 月 26日（金）

川上泰雄
スポーツ科学学術院　教授

身体的 健康増進 子どもから高齢者に及ぶ一般人の体力・生活能力の評価技術の確立と応用




